
（メール可）

※よろしければ、名前と連絡先をご記入下さい！　ご要望等の取組み状況をご報告致します！

連絡先お名前

令和第１１号 令和５年３月１５日発行

１２月定例会が令和４年１２月１５日に閉会しました。裏面に

記載の通り、原材料価格・燃料価格高騰に苦しむ市民や市

内企業の支援のための各種補正予算が編成されました。

←ライン公式アカウントを作成しました！

お手持ちのスマートフォンでQRコードを読み取ってい

ただき、友達になってください！

笠間こうじの様々な活動や市政情報を発信します！

どうぞよろしくお願いいたします！！

皆様のご意見ご要望をこころよりお待ちしています!!

「住み良いまち・住み続けたいまち綾瀬市」の

実現に向けて行政を改善するするため、私は市議会議員として

皆様のご意見ご要望の具現化に向けて精一杯頑張ります！



1.ロシアのウクライナ侵略の影響などで、原材料不足と燃料費の高騰が続き、市

民や市内企業に悪影響を与えています。そこで住民税非課税世帯や家計急変世

帯と住民税均等割りのみの課税世帯に向けて１世帯あたり５万円の臨時給付金を

支給する予算を計上しました。併せて、０歳～１８歳以下の児童１人につき２万円

の臨時給付金を支給するための予算も計上しました。（国庫支出金を活用）

2.市内の幼稚園、保育所、民設放課後児童クラブより、値上がり続ける光熱費に

対する支援の要望が寄せられたため、光熱費の値上がり分を算定し、その上昇分、

１４００万円を支給するため、予算を計上しました。（国庫支出金を活用）

3.市内畜産農家より高騰を続ける飼料費価格に対する支援要望が寄せられまし

た。価格高騰は長期間継続しているので、県の補助金に上乗せし、市独自の補助

金を支給するため、約１５００万円の補正予算を計上しました。（国庫支出金活用）

４．市内バス事業者２社（神奈川中央交通、相鉄バス）タクシー業者１社（つゆきタ

クシー）へ高騰する燃料費に対する支援を行いました。（国庫支出金活用）

詳細は綾瀬市役所（0467-77-1111）か、笠間こうじ（78-2128）まで…

少子化の影響で中学校の部活動の持続性が危機に瀕し、競技によっては廃部が

相次いでいる状況です。併せて教師の働き方改革も議論が進み、過大な業務負

担となっている部活動顧問についても見直しが進められています。

国は学校が担っている部活動を地域の全体で取り組むべきものとの方針を示して

いますので、市の現在までの取組み状況について質しました。市は現在、市長部

局のスポーツ課と教育委員会が連携して「子供ファースト」の理念もと、部活動の

地域移行に取り組むとの回答がありました。今後は教育的資質が高い指導者確

保のため、指導資格取得費用への補助を行ったり、指導者への報酬支払など、各

家庭に費用負担が発生するので、生活困窮世帯への支援や、国に向け、継続的

な部活動維持への金銭的支援を求めるべきと訴えました。

農業従事者の高齢化や後継者不足の影響で、遊休農地や荒廃農地が増加してし

まうことが懸念されています。住宅地に隣接する荒廃農地から、虫や雑草の種子

が飛んでくるとの苦情も寄せられています。そこで遊休・荒廃農地を増加させない

ため、現状の市の取組みを質しました。市は農業従事者増加に向け、営農者育成

のための資金援助をしたり、農地の利用集積を図るため、貸したい人と借りたい

人のコーディネートや、効率の悪い極小農地については、適正な農地転用に向け

担当課による能動的なサポートを行うべきと提案しました。


